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	 講演題目： ヒメツリガネゴケ幹細胞の不等分裂・等分裂による細胞運命制御機構

	 講演者名：藤田　知道　准教授（北海道大学理学研究院）

	講演の概要

　多細胞生物の発生では、１つの細胞が性質の異なる２つの細胞を生み出す不等分裂が重要な役割を果たしている。先行研究により、植物における不等分裂やその結果生じる細胞運命の制御機構は、動物とはさまざまな点で異なると考えられているものの、植物では不等分裂する幹細胞などの単離培養が困難であり、細胞レベルでの観察が難しいことから、その分子機構は不明な点が多い。

　私たちはヒメツリガネゴケから単離したプロトプラストや原糸体の頂端細胞が、不等分裂により幹細胞と非幹細胞に分かれる幹細胞モデルとして優れていることに注目し、その制御機構の解明を目指し研究を進めている。これまでcDNAの一過的過剰発現を利用したスクリーニングにより不等分裂制御に関わる候補因子を多数同定し、このうち10種類が不等分裂にともない非対称に分配されることを見出した。これらの因子は細胞極性や幹細胞の維持に関わると考えられた。

　またヒメツリガネゴケを乾燥ストレスやストレスホルモンであるアブシジン酸処理することにより、本来不等分裂する幹細胞が等分裂することを見出した。このようにして作られた２つの娘細胞はどちらもストレス耐性細胞に運命を変えていた。さらにこのような分裂様式の変更は可逆的であったことから、ヒメツリガネゴケの幹細胞は環境の変化に応じて細胞の分裂様式を変更し、異なる細胞種を生み出し、環境に適応していると考えられた。

　本セミナーでは、ヒメツリガネゴケをモデルとした植物幹細胞の不等分裂・等分裂の様子を紹介するとともに、そのしくみを解明するための私たちの取り組み、将来の展望を紹介したい。
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